
鉱業博物館ニュースレター「ミニミニマインズ」No.259　2017.８
秋田大学大学院国際資源学研究科附属鉱業博物館
〒010-8502 秋田県秋田市手形字大沢 28-2    TEL：018-889-2461　FAX：018-889-2465　URL：http://mus.akita-u.ac.jp

　平成２９年７月３日（月）秋田大学鉱業博物館新人サイエンスボランティア研修プ
ログラム、【Ａ】サイエンスボランティア基礎講座の「ガイダンス」と「博物館学」
が開講されました。
　これは、サイエンスボランティア養成を目的としている従来の講習会の発展・体系
化を目指し、「新人サイエンスボランティア研修プログラム」として本年度から実施
している事業です。今回開催された研修「【A】サイエンスボランティア基礎講座」は、
ＳＶに登録している方全員に受講していただくものです。
　始めに今井 忠男鉱業博物館長から、このプログラムの趣旨は、鉱業博物館の沿革、
秋田大学における役割、活動内容について知っていただくこと、また、ボランティア
活動について理解をすることである、という話がありました。次に、プログラムの進
め方について、博物館ボランティアとしての基礎を身につける「新人サイエンスボラ
ンティア研修」と、さらに、ガイドとして活動を希望する方へ向けた「ガイド養成講
座プログラム」から構成される、と説明がありました。
　西川 治鉱業博物館講師からは、大学博物館の役割と鉱業博物館の活動についての話がありました。博物館の役割は、
展示だけでなく、資料・標本を収集し研究すること、それらを適切に保存・公開し、後世に伝えることである、と説明
しました。また、博物館の使命を一言で言いあらわすとすれば、実物の価値を伝えることである、と述べました。
　参加したＳＶの皆さんは、配布された資料を見ながら、真剣に受講していました。
　

　平成２９年７月１４日（金）から湯沢市院内銀山異人館で、「平成２９年度院内銀山異
人館・秋田大学連携展 惣山奉行 梅津政景が興した秋田の鉱山と町」が開催されており
ます。この連携展は、５月７日（日）まで当館で行われていた特別展を巡回展示として、
院内銀山異人館で行うものです。初日の７月１４日（金）、オープニングイベントとして、
監修者である今井 忠男鉱業博物館長による基調講演「院内銀山の始まりと隆盛」が行わ

れました。その後展示会場で、ギャラリー
トークが行われました。

連携展のポスター

平成２９年度院内銀山異人館 ・秋田大学連携展

　 　

惣山奉行
　梅津政景が興した秋田の鉱山と町
　
開催期間　平成２９年７月１４日（金）～　平成２９年８月２７日（日）

展示会場　湯沢市院内銀山異人館

　梅津政景は惣山奉行として、生涯、院内銀山の開発に関わりました。院
内銀山に３つの大鉱脈を発見させ、それぞれに水貫坑道を開発しました。
今回の連携展では、新たに３枚の「院内銀山鋪岡（しきおか）略絵図」の
原本を展示しています。これらの絵図は院内銀山の坑内絵図で、大切坑（水
貫坑）につながる地下の各採掘現場と水の汲み揚げの様子が描かれていま
す。ギャラリートークで今井館長は、略絵図について説明し、採掘現場で
汲み揚げられた水が大切坑へ流されていく様子が分かる貴重な資料である、
と述べました。
　講演会とギャラリー
トークには６０名近くの
方が訪れました。会場に
入り切らなくなってし
まったため、２グループ
に分けてギャラリートー
クを行いました。多くの
方にお越しいただきあり
がとうございました。
　

講
演
会
＆
　
　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

院内銀山異人館

開館時間：９：００～１６：３０
休　館　日 : 毎週月曜日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は火曜日）
入　館　料 : 大人３２０円　中学生以下２１０円
住　　所：湯沢市上院内字小沢 115 番地
電話番号：０１８３－５２－５１４３　　　　

研修会の様子

鉱業博物館ガイド養成プログラム

秋田大学新人サイエンスボランティア研修プログラム及び

【Ａ】サイエンスボランティア基礎講座 が行われました



講演中の様子
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えっ！この体重本当？
－基準となる重力値の変更に伴う影響ー

平成２９年度第１回鉱業博物館開放講座

　　 臨時休館します
　　　９月２日（土）

　 　　  終日休館させて
　　　 いただきます。

おしらせ

8 月末発行のミニミニマインズ 9月号はお休みさせていただきます。次号は９月末発行の予定です。

　平成２９年６月２８日（水）、平成２９年度第１回鉱業
博物館開放講座が開催されました。今回は、西谷 忠師秋
田大学名誉教授が講師を務め、「えっ！この体重本当？－
基準となる重力値の変更に伴う影響－」と題して講演を行
いました。
　平成 29 年３月１５日、国土地理院は、国内の重力値の
基準を４０年ぶりに改訂しました。講演では、重力とは何
なのか、重力値はどれ位変更され、どのような影響がある
のか、などについて解説されました。
　重力値が何に利用されているのかについては、「はかり」
の校正のほか、マグマ溜まり・活断層の調査などにも使わ
れている、と説明がありました。　

　改訂によって重力値がどれくらい変化したかについ
て、１９７５年に決められた重力値の基準ＪＧＳＮ７５

（日本重力基準網１９７５）とＪＧＳＮ２０１６を比較
しながら説明されました。秋田県で唯一の一等重力点は
鉱業博物館内にあります。ＪＧＳＮ７５では９８０１７
５．８０ｍＧａｌ（ミリガル）　でしたが、ＪＧＳＮ２０
１６では９８０１７５．７３ｍＧａｌと改訂されました。
今回の改訂では、６０ｋｇの体重の人がいたとすると最
大でヤブ蚊２匹分軽くなる位の違いがあったそうです。
　また、地図に記されている標高は、重力の影響も考慮
して決定されるので、富士山の標高も改訂されている、
と話されました。
　質疑応答の時間では多くの質問が出され、身近な事柄
と重力をうまく結びつけた話題に皆さんの興味が湧いた
ようでした。

博物館前の
ラベンダー
 みさとせっか
  美郷雪華
（6月３０日撮影 )

講演中の様子

西谷 忠師 先生

※

８月は毎日開館
しております
ご来館をお待ち
しております！

秋田県ジオパーク連絡協議会主催

まるごと体験！
あきたのジオパーク で

　貸し出し展示を行います

　鉱業博物館では、秋田県ジオパーク連絡協議会
が主催するイベント、「まるごと体験！あきたの
ジオパーク」で貸し出し展示を行います。展示す
るのは、秋田県の石に選ばれた、硬質泥岩、ナウ
マンヤマモモの化石、黒鉱の他数点です。
　このイベントでは、他にも、岩石を割って植物
の化石を探すコーナーやストーンアートを作る
コーナーなどがあり、親子で楽しめる内容となっ
ています。夏休み期間中の開催です。ぜひ、足を
運んでみてください。

開催日時 ： 平成２９年８月１８日 （金）
　　　　　　　 　１０ ： ００～１６ ： ００

展示会場 ： 能代市文化会館中ホール

入場無料

※Ｇａｌ（ガル）は、重力の大きさを表す単位　　 　
　１ｍＧａｌ（ミリガル）は０．００１Ｇａｌ

　地上の標準的な重力値は、約９８０Ｇａｌです。

今井鉱業博物館長が
「秋田をまなぶ講座」で講演を行いました

　平成２９年６月１７日（土）、北秋田市民ふれあいプラザ
コムコムで、放送大学秋田学習センター主催の「秋田をまな
ぶ講座シリーズⅨ」の講演会があり、今井 忠男鉱業博物館
長が「秋田を支えた阿仁鉱山」と題して講演を行いました。
　講演では、なぜ明治天皇が秋田を巡幸されたのかについて、
明治政府が鉱山開発を重要視していたため、秋田県内の鉱山
を視察することが目的だったことが紹介されました。さらに、
北秋田市阿仁地方にはいくつもの鉱山があって、それぞれ鉱
山町を形成していたことを、地図を示しながら解説しました。
また、阿仁鉱山の歴史について説明がありました。
　講演会には約５０名と大変多くの方が参加し、興味深く聴
講していました。


